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１ まちの将来像 

本地区は、歴史的に邸宅が立地するなど良好な居住環境が形成されてきたことや、料

亭があるまちとしてにぎわってきたことなどが現在のまちの土台となっています。基礎

調査や、地域の住民の意見、将来を担う子どもたちの意見を基にまとめた、まちの魅力・

特性、課題等を踏まえ、本地区では、「交通利便性が高く、業務・商業地と住宅地が共存

していること」「個性のある歴史と文化の伝承と日常の活発な地域活動」を大きな魅力と

捉え、誰もが、安心して、緑を感じ、快適に住みながら、働きたくなる都市をめざし、

「まちの将来像」を掲げます。 

 

 

 

 
  

【まちの将来像】 

歴史と文化を伝承し、活気にあふれる、 

安全・安心な職住環境を育むまち 赤坂 

 
まちの歴史 

（26～32 

 ページ参照） 

まちの魅力・特性 

（35～41 

 ページ参照） 

 

上位計画・関連計画 

（13～25 

 ページ参照） 

まちの課題 

（42～46 

 ページ参照） 

 
まちの意見（116～125 ページ参照） 
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２ めざすべきまちの姿 

まちの将来像は、以下の三つのめざすべきまちの姿で構成されます。 

 
 
  

 

 
都市活動を 

早期に回復できる 

災害に強く 

安全・安心なまち 
 

 

 

－赤坂中地区らしさ－ 
 

住宅と、業務・商業等が備

わる都市であるからこそ

求められる、震災・都市型

水害に強く、早期に回復

できるエリア防災機能を

有したまちをめざしま

す。 

■防災訓練 

 
職住近接等の多様な 

誰もが働きやすく 

住み続けられるまち 
 

 

 

－赤坂中地区らしさ－ 
 

旧来からの住宅地があり

交通利便性が高く国際的

なビジネスゾーンでもあ

る本地区は、多様な人々

が集まります。これらの

人々の多様なライフスタ

イルに対応できるまちを

めざします。 

 

 
赤坂の歴史・文化と 

日常の活動の場が 

共存する 

活気あふれるまち 
 

 

 

－赤坂中地区らしさ－ 
 

この地に息づく歴史・文化

を感じることのできるま

ちをめざすとともに、活発

な日々の地域活動を推進

し、にぎわいのあるまちを

めざします。 

めざすべきまちの姿 

 

歴史と文化を伝承し、活気にあふれる、 

安全・安心な職住環境を育むまち 赤坂 

まちの将来像 
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